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０
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井

口

藤

私
た
ち
も

逆
境
家
族

古
谷
さ
ん
に
励
ま
さ
れ
た

（
築
港
・

代
男
性
）

厳
し
く
と
も
前
向
き
に
生

き
た
い
！

（
前
号
１
面
）
を

読
ん
で
。
古
谷
さ
ん
（
仮
名
）

夫
妻
の
仕
事
、
家
事
、
介
護
と

あ
ら
ゆ
る
面
に
亘わ

た

る
ご
奮
闘
に

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
家

族
も
ま
さ
に

逆
境
に
耐
え
る

家
族

。
私
は
住
宅
関
連
の
仕

事
を
自
営
し
て
い
ま
す
が
、
古

谷
さ
ん
と
同
じ
く
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
以
降
は
ひ
ど
い
落
ち
込

み
。
お
先
真
っ
暗
で
す
。
妻
は

パ
ー
ト
で
助
け
て
く
れ
な
が

ら
、
自
閉
症
の
子
を
抱
え
て
悪

戦
苦
闘
し
て
い
ま
す
。
古
谷
さ

ん
夫
妻
の
ご
苦
労
に
比
べ
た
ら

ま
だ
ま
だ
と
思
い
ま
す
が
、
何

も
し
な
い
で
成
り
行
き
に
任
せ

る
の
で
は
な
く
、
や
れ
る
こ
と

は
何
で
も
や
ろ
う

業
者
仲

間
と
情
報
交
換
な
ど
し
て
助
け

合
お
う

な
ど
の
古
谷
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
心
に
刻
み
、
こ

れ
か
ら
も
前
向
き
に
生
き
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
苦
労
に
感
銘

新
シ
リ
ー
ズ
に
期
待

（
南
市
岡
・

代
女
性
）

市
岡
の
鉄
工
業
・
古
谷
さ
ん

一
家
を
取
り
上
げ
た

逆
境
に

耐
え
る
家
族
を
訪
ね
て

（
前

号
１
面
）
に
深
い
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
特
に
奥
様
が
、
実
母

と
義
母
の
お
二
人
を
介
護
さ
れ

た
時
の
様
子
は
身
に
つ
ま
さ

れ
、
私
も
義
母
を
戸
惑
い
な
が

ら
介
護
し
た
こ
と
や
、
介
護
の

末
に
亡
く
し
た
時
の
悲
し
み
な

ど
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
涙
な

が
ら
に
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
苦
し
み
の
中
身
は
そ
れ

ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、

厳
し
く

と
も
前
向
き
に
！

と
い
う
姿

勢
は
絶
対
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
続
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

予
知

の
大
切
さ

（
池
島
１
・
勝
部
泰や

す

臣お
み

）

鉄
工
所
で
作
業
員
が
仕
事
を

し
て
い
る
絵
。
何
カ
所
か
の
危

険
を
、
気
付
い
た
者
か
ら
順
に

指
摘
し
合
う
。
災
害
事
故
防
止

の
た
め
の
危
険
予
知
訓
練（

）
。ト
ヨ
タ
車
リ
コ
ー
ル

問
題
は
量
産
に
力
が
入
り
過
ぎ

た
結
果
だ
ろ
う
。
社
長
の
証
言

に

経
営
優
先
順
位

安
全

品
質

量
が
崩
れ
て

と

あ
る
（
二
月
二
十
五
日
朝
刊
）
。

三
年
前
に
不
具
合
が
見
つ
か

り
、
去
年
は
死
亡
事
故
。
も
っ

と
早
く
に
手
を
打
た
な
き
ゃ

あ
。
何
も
ト
ヨ
タ
ば
か
り
じ
ゃ

な
い
、

せ
な
あ
か
ん
の

は
。
カ
ネ
と
政
治

の
政
界
、

食
品
業
界
な
ど
色
ん
な
業
界
で

あ
と
で
気
が
つ
く
何
と
や
ら

ば
か
り
。
経
験
は
何
の
た
め

に
。
予
知
す
る
為
の
大
き
な

武
器
な
の
に
、
目
先
の
こ
と
に

目
が
眩く

ら

ん
で
先
が
み
え
て
ま
せ

ん
な
ァ
。

生
き
辛
い
今
の
世
も
心
配

高
見
さ
ん
の
言
葉
に
共
感

（
築
港
・

代
男
性
）

高
見
廣ひ

ろ

子こ

さ
ん
の
戦
争
体
験

（
前
号
ま
で
８
面
）
を
読
ま
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
娘
を
焼し

ょ

夷う
い

弾だ
ん

で
亡
く
さ
れ
た
悲
し
み
、
自
ら

も
顔
面
に
火や

傷け
ど

を
負
っ
た
苦
し

み
、
次
兄
を
亡
く
さ
れ
た
悲
し

み
な
ど
が
痛
い
ほ
ど
に
分
か
り

ま
し
た
。
本
当
に
、
戦
争
は
二

度
と
起
こ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
に
、
最
後
に
言
わ
れ
て
い

た

昔
を
懐
か
し
く
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す

今
は
何
を
す
る

に
も
お
金
が
要い

り
、
生
き
辛づ

ら

い

世
に
な
り
ま
し
た

も
う
少
し

ゆ
と
り
の
あ
る
世
の
中
で
あ
っ

て
く
れ
た
ら

な
ど
の
言
葉
に

も
共
感
を
覚
え
ま
し
た
。

戦
争
の
す
ご
さ
に
驚
き

（
弁
天
４
・
女
性
）

平
和
の
た
め
戦
争
体
験
語

り
継
ご
う
（
毎
号
８
面
）を
読

ん
で
。戦
後
生
ま
れ
で
す
の
で
、

戦
争
の
凄す

ご

さ
に
い
つ
も
驚
い
て

い
ま
す
。
日
本
人
は
平
和
呆ぼ

け

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
世
界
の

ど
こ
か
で
こ
う
い
っ
た
戦
争
が

あ
り
ま
す
。
世
界
の
平
和
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

新
成
人
に
希
望
湧
い
た

（
三
先
・

代
女
性
）

港
区
で
七
百
八
十
五
人
が
新

成
人
に
な
ら
れ
た
と
い
う
ニ
ュ

ー
ス
（
前
号
４
面
）
を
楽
し
く

読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
中
で

も
ひ
と
く
ち
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

か
ら
は
、
こ
ん
な
厳
し
い
社
会

の
中
で
も
健け

な

気げ

に
真
面
目
に
生

き
て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
て
、
思
わ
ず
目め

が

頭し
ら

が
熱
く
な
り
ま
し
た
。
若
い
方

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
希
望
が
湧わ

き
、

嬉
し
く
な
る
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

来
年
度
か
ら
運
営
が
民
間

に
委
託
さ
れ
ま
す

と
聞
い
た

大
阪
市
立
田
中
保
育
所
の
お
母

さ
ん
た
ち
が
二
月
六
日
、

保

護
者
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

発
足
総
会
に
は
九
十
七
世
帯

中
八
十
五
世
帯
が
出
席
（
委
任

状
含
む
）。総
会
成
立
が
確
認
さ

れ
る
と
共
に
、
準
備
会
代
表
が

民
間
委
託
問
題
を
き
っ
か
け

に
保
護
者
ど
う
し
の
情
報
交
換

・
交
流
の
場
を
と
準
備
を
進
め

ま
し
た

と
経
過
を
報
告
。
会

則
や
活
動
計
画
な
ど
の
提
案
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
保
護
者
の
声
を
市
に

同
保
育
所
の
民
間
委
託
は
昨

年
十
月
に
大
阪
市
が
発
表
。
保

護
者
説
明
会
で
は

設
立
主
体

は
市
の
ま
ま
、
運
営
だ
け
が
民

間
（
社
会
福
祉
法
人
）
に
委
託

さ
れ
る

保
育
内
容
は
引
き
継

が
れ
、
保
育
の
質
は
維
持
さ
れ

る

な
ど
の
説
明
が
さ
れ
ま
し

た
が
、
民
間
で
は
採
算
に
気
を

取
ら
れ
て
内
容
が
疎お

ろ

かそ

に
な
る

の
で
は

コ
ス
ト
削
減
と
い

う
が
、削
減
で
き
る
無
駄
は
山
ほ

ど
あ
る

納
得
で
き
な
い
ま
ま

委
託
さ
れ
る
の
は
不
安

な
ど

の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
保
護
者
有
志
が

市

に
保
護
者
の
声
を
伝
え
、
民
間

委
託
問
題
に
つ
い
て
も
き
っ
ち

り
対
応
し
て
も
ら
う
に
は
保
護

者
会
を
立
ち
上
げ
る
し
か
な

い

と
話
し
合
い
、
準
備
を
進

め
て
き
た
の
で
す
。

◆
地
域
の
子
ら
の
た
め
に

保
護
者
会
会
長
に
就つ

い
た
上う

え

山や
ま

小さ

百ゆ

合り

さ
ん
（
二
歳
女
児
の

母
親
）は
、
保
護
者
会
が
立
ち

上
が
っ
た
こ
と
は
、
民
間
委
託

問
題
に
限
ら
ず
保
護
者
ど
う
し

の
情
報
交
換
や
交
流
を
図
る
上

で
大
き
な
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。

我
が
子
だ
け
で
な
く
地
域
の
子

供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
も
、

母
親
が
今
、
力
を
合
わ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す

と
話
し
て
い
ま
す
。？

死
活
問
題

と
商
店
主
ら
反
対

イ
オ
ン
が
ド
ー
ム
の
近
く

に
大
型
店
を
出
す
と
大
阪
市
に

届
け
を
出
し
た

と
港
区
で
も

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
三
月

二
日
に
は
西
区
で
地
元
説
明
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

現
在
判
明
し
て
い
る
出
店
概

要
は
次
の
通
り
。

出
店
者
は

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

場
所
は

西
区
千
代
崎
三
丁
目
（
京
セ
ラ

ド
ー
ム
大
阪
近
く
）

販
売
物

品
は
食
料
・
衣
料
・
生
活
関
連

用
品
な
ど

売
場
面
積
は
約
二

万
八
千
平
方

延
床
面
積
は

約
九
万
平
方

建
物
は
地
下

一
階
・
地
上
八
階

自
動
車
収

保
護
者
会
が
設
立
さ
れ
、
民
間

委
託
に
つ
い
て
の
保
護
者
の
声

を
大
阪
市
に
伝
え
る
足
場
が
築

か
れ
た
田
中
保
育
所
（
写
真
は

朝
の

お
預
け

風
景
）

容
台
数
は
七
三
〇

自
転
車
収

容
台
数
は
一
六
五
〇

営
業
時

間
は
九

二
十
三
時

な
ど
。

◆

地
域
が
荒
れ
る

こ
れ
に
対
し
て
西
区
を
中
心

に
商
店
街
な
ど
か
ら
不
安
の
声

が
挙
が
り
、
港
区
で
も
商
工
団

体
が
市
に
対
し
て
、

出
店
計

画
の
不
認
可

大
規
模
小
売
店

舗
立
地
法
に
基
づ
く
規
制

を

請
願
す
る
な
ど
反
対
運
動
が
広

が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

港
区
の
あ
る
店
主
は

長
期

不
況
の
中
で
こ
れ
だ
け
の
大
型

出
店
は
、西
区
だ
け
で
な
く
港
、

大
正
、
浪
速
、
西
成
、
住
之
江
、

住
吉
、
中
央
、
此
花
あ
た
り
の

商
店
に
と
っ
て
死
活
問
題
。
消

費
者
や
地
域
に
も
受
け
入
れ
難が

た

い
こ
と
で
す
。
市
場
や
商
店
街

は
地
域
の
台
所
と
し
て
は
も
ち

ろ
ん
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
で
も
あ
り
、
街
づ
く
り
に
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
そ
こ
が
破
壊
さ

れ
た
ら
地
域
が
荒
れ
て
し
ま
う

こ
と
は
目
に
見
え
て
い
ま
す

と
話
し
て
い
ま
す
。

■
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ

あ
い

ら
ぶ
工
房

３
周
年
感
謝
セ
ー

ル

聴
覚
障
害
者
・
ろ
うち

重ょ
う

複ふ
く

障
害
者
の
た
め
の
通
所
施
設

あ
い
ら
ぶ
工
房

が
地
域
へ

の
感
謝
を
込
め
て
開
催
。
パ
ン

全
品
百
円
（
食
パ
ン
除
く
）
。

売
り
切
れ
次
第
終
了
。
四
月
九

日
（
金
）
十

十
六
時
、
同
工

房
で
。
港
晴
一

七

四
、
港

晴
小
学
校
南
西
隣
。

四
三
九

五

七
五
八
八
。

■
春
休
み
を
楽
し
も
う
！

立

山

キ
ャ
ン

プ

子
供
た
ち
の
自
然
体
験
活

動
を
推
進
す
る

法
人
ナ

ッ
ク
が
呼
び
か
け
る
恒
例
イ
ベ

ン
ト
。
雄
大
な
自
然
の
中
で
新

た
な
意
欲
を
育は

ぐ

むく

。
三
月
二
十

六

二
十
九
日
、
国
立
立
山
青

少
年
自
然
の
家
（
富
山
県
立た

て

山や
ま

町
）
で
三
泊
四
日
。
小
学
一

六
年
生
四
十
人
程
度
が

仲
良

し
ゲ
ー
ム
大
会

か
ん
じ
き
ハ

イ
キ
ン
グ

雪
像
づ
く
り

歩

く
ス
キ
ー

雪
上
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
楽
し
む
。
参

加
費
三
万
三
千
円
（
交
通
費
等

全
て
含
む
。
兄
弟
姉
妹
参
加
な

ら
一
人
二
千
円
割
引
）
。

四

三
〇
八

五
九
七
九
ナ
ッ
ク
。

■
ぶ
ん
ぶ
ん
通
信

１
上
映

会

原
子
力
発
電
所
建
設
計
画

に
二
十
八
年
間
反
対
運
動
を
続

け
て
い
る
山
口
県
祝い

わ

島い
し

島ま

民
の

活
動
や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
な
ど

を
紹
介
し
た
映
画
。
環
境
問
題

に
関
心
を
寄
せ
る
人
た
ち
が
企

画
。
四
月
二
十
二
日
（
木
）
十

四

十
六
時
、
港
区
民
セ
ン
タ

ー
で
。
七
百
円
（
び
わ
茶
付
）
、

要
予
約
。
主
催
は
光
と
水
☆
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

六
五
七
七

三
四
五
〇
ふ
じ
わ
ら
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば

と
始
め
た
。

気

楽
な
参
加

を
呼
び
か
け
。
参

加
費
無
料
。
要
予
約
。
三
月
十

三
日
、
二
十
七
日
、
四
月
十
日
、

二
十
四
日
の
各
土
曜
十
五

十

八
時
に
松
井
整
骨
院
内
で
。
弁

天
四

一
〇

二
六
、

六
五

七
二

一
一
六
五
。

■
タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
施
術

会

日
本
気
道
術
学
会
が
主
催

す
る
月
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
施
術

会
。

タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
現
状

を
知
り
、
最
大
の
犠
牲
と
な
っ

て
い
る
子
供
ら
に
救
い
の
手

を

と
の
呼
び
か
け
に
区
民
が

来
場
し
施
術
を
受
け
て
い
る

写
真
。
第
二
十
一
回
は
三
月
二

十
六
日
（
金
）
十

十
二
時
に

港
区
民
セ
ン
タ
ー
一
階

菊

の
間
で
。支
援
金
一
口
五
百
円
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
手
伝
い
さ
ん

募
集
。

〇
八
〇

一
四
〇
四

四
三
三
九

快か

生い
き

堂

堀
川
。

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
感
謝

（
市
岡
元
町
・

歳
女
性
）

港
の
仕
事
人

港
消
防
署

・
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
員

（
前
号

ま
で
４
面
）
を
読
ん
で
。
体
を

張
っ
て
市
民
の
安
全
を
守
る
姿

に
感
謝
の
気
持
ち
が
湧
き
上
が

り
ま
し
た
。
そ
し
て
大
変
な
任

務
を
遂
行
す
る
た
め
の
日
々
の

訓
練
、本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。

多
ジ
ャ
ン
ル
で
退
屈
せ
ず

（
港
晴
２
・
男
性
）

（
港
新
聞
は
）
港
区
で
何
が

起
き
て
い
る
の
か
把
握
で
き
る

の
で
、
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
だ

け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
、
教

育
、
ス
ポ
ー
ツ
、
人
生
、
芸
能

な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
退

屈
す
る
こ
と
な
く
読
め
ま
す
。

港 新 聞地域・催し・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 月曜日地域・催し・読者


